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特集: JPP-NET を利用 し た発生予察 ( 3 ) 

自 動カ ウ ン ト 及び送信がで き る
フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を 活用 し た 発生予察

は じ め に

フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ は 特定 の対象害虫 を誘殺 す る た

め ， 予察灯 に比べて誘殺数の調査が簡便であ る こ と ， 小

型で電源不要の た め ， 圃場 に簡単 に 設置で き る こ と な ど

の利点か ら ， 害 虫 の 発生予察 に幅広 く 利 用 さ れ て い る
(佐藤， 1992) 。 し か し， 発生時期や発生程度 は地域 に よ

っ て 異 な る 場合が多 い た め ， 地域 ご と に複数の ト ラ ッ プ

を配置す る 必要が あ る 。 ま た ， 防除適期 は発生最盛 田 の

5�10 日 程度後であ る こ と が多 い た め， 誘殺結果の収集

が遅い と ， 防除適期 を逃 し て し ま い かねな い。 さ ら に ，

発生最盛期 を正確に知る た め に は， で き る 限 り 毎 日誘殺

数 を 調査す る 必要があ る 。 し た が っ て ， よ り 高精度かっ

効率的な発生予察 を 行 う た め に は， 多数の調査地点 に お

い て 毎 日 の誘殺数 を 調査 し ， 誘殺デー タ を迅速に収集，

解析す る 必要があ る と 考 え ら れ る が， 調査 に 多大 な労力

が必要 と な っ て し ま う 。

そ こ で， こ れ ら の課題 を解決す る た め ， 誘殺数を自動

的 に計数 し， 誘殺デー タ を 毎 日 自動送信す る フ ェ ロ モ ン

ト ラ ッ プの確立 を 農林水産省の 『発生予察地域活用技術

確立事業』 に お い て ， 静岡県病害虫防除所及び同農業試

験場が (株) 池 田 理化 の 協 力 を 得 て 進 め て き た 。 現在 ま

で， ヨ ト ウ類やコガネム シ類 を対象 に誘殺数 を自動的に

計数 ・ 記録す る フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ (以降， 自動 カ ウ ン

ト 式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ と い う ) が確立 さ れて い る 。 今

後， こ れ を 活用 し て 対象害虫種 を 拡大 し ， さ ら に デー タ

送信 シ ス テ ム を 確立 し， 平成 9 年 か ら 稼働 し た l PP

NET と 組 み 合 わ せ れ ば， そ の 調 査 の 効率 化 の み な ら

ず， デー タ の共有化が期待 さ れ る の で， そ の概要 を紹介

す る 。

I 自 動 カ ウ ン ト 式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの

確立

1 開発 目 標

自動 カ ウ ン ト 式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの試作に 当 た っ て

は次の 4 点を基本 目 標 と 考 え た 。
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静岡県病害虫防除所 片 や ま山 晴
き

車問

- 誘殺数 を自動計測 し ， 記録で き る こ と

. 多 く の種類の昆虫 に利用 で き る こ と

・ 現地圃場 に お い て 1 か 月以上連続作動す る こ と

- 乾電池で作動 し ， 小型で ど こ に で も 設置可能 な こ と

以上の 目 標か ら ， フ ァ ネル ト ラ ッ プ に赤外線セ ン サ ー

を組み込ん だ簡易な構造 を採用 す る こ と に し た 。 当時，

イ ギ リ ス のノ Tイ オ ロ ジ カ ル ・ コ ン ト ロ ー ル ・ シ ス テ ム ズ

社が開発 し た フ ァ ネル ト ラ ッ プが紹 介 さ れ， ニ カ メ イ

ガ， ナ シ ヒ メ シ ン ク イ ， コス カ シノ f， モ モ ハ モ グ リ ガ，

ハ ス モ ンヨ ト ウで， 従来 の フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ類 よ り 誘

殺数が多 く ， 利用可能な害虫の種類が多 い と 考 え ら れた

( 回付， 1990) 。 ま た ， フ ァ ネ ル ト ラ ッ プ は傾斜の急な ロ

ー ト を滑 り 落ち た 虫 を捕獲す る 簡便 な構造であ り ， 粘着

板や水 を使用 し な い た め， 赤外線セ ン サ ー を組み込みゃ

す い と 考 え ら れた 。 さ ら に ， 本体 に は耐候性 プ ラ ス チ ッ

ク を 用 い て ， 軽量 か つ 耐久性 を 持 た せ る こ と 。 24 時 間

タ イ マ ー を組み込み， 夕 方か ら 朝 ま で計数 し， 結果 を 印

字す る こ と 。 電源 に は単一型乾電池 を 用 い， 一か月 以上

作動 さ せ る こ と を 基本路線 と し た 。

2 トラ ッ プの構造 と 計数機構

以上の基本路線か ら ， 初年度 は フ ァ ネル ト ラ ッ プの ロ

ー ト の 出 口 に ガ ラ ス 管 を接続 し， こ れ に 赤外線セ ン サ ー

を 取 り 付 け ， 24 時 間 タ イ マ ー で制御 さ れ た 試作器 を 作

成 し た 。 こ れ は ロ ー ト か ら 落 ち る 虫が赤外線セ ンサ ー の

光軸 を横切 る と き ， カ ウ ン ト さ れ， 累積値が表示 さ れ る

仕組み であ る 。 ま ず， ハ ス モ ンヨ ト ウを 対象 に ， 実際の

誘殺数 と 計数値の比較 し， ま た ， 武田乾式 ト ラ ッ プの誘

殺消長 と の比較 を行っ た 。 そ の結果， 試作 ト ラ ッ プの誘

殺数 は乾式 ト ラ ッ プ と ほ ぼ同等で， 誘殺消長 も 類似 し て

い た が， ガラ ス 管内 を何度 も 往復 す る 個体が多 く ， 測定

値は実際の誘殺数 を 大 き く 上回 る 場合が ほ と ん ど で あ っ

た 。

そ こ で， ガラ ス 管内 の 虫 の 動 き を抑制す る た め ， ロ ー

ト を 二重 に し， そ の 聞 の層 (以下， 殺虫層 と す る ) に

DDVP く ん蒸剤 を 置 い て 落下 し た 虫 を弱 ら せ る こ と ，

下部 ロ ー ト の傾斜 を 緩や か に し ， 死亡 ま た は弱 っ た 虫 の

みがガ ラ ス 管 内 に 落 ち る こ と に し た (図 1) 。 観察 の 結

果で は殺虫層に落ち た ハ ス モ ン ヨ ト ウは数分で動か な く

な り ， さ ら に 数分後 に は下部 ロ ー ト か ら 滑 り 落ち ， 正確

に計数す る こ と がで き た 。
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3 測定精度 と 鵠殺消長

図-2 は自動カ ウ ン ト 式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る ハ

ス モ ンヨ ト ウの実際の捕獲数 と 計数値の関係を示 し， 直

線に近い ほ ど測定精度が高 い こ と を意味す る 。 各 プ ロ ッ

ト は直線の上下 に 散 ら ば っ て い る が， 計数値の大部分 は

実数の :t 30% の 範囲 に 収 ま っ て い る 。 ま た ， 図 -3 は 本

ト ラ ッ プに よ る ハ ス モ ンヨ ト ウの誘殺実数及び計数値 と

乾式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの誘殺数の推移 を 示 し て い る 。

本 ト ラ ッ プの誘殺数 は乾式 ト ラ ッ プ よ り は少な い が， 消

長 は ほ ぼ類似 し て い る こ と がわか る 。 ま た ， こ の 図 で も

計数値は誘殺実数 と ほ ぽ等 し い こ と がわか る 。

シ ロ イ チ モ ジヨ ト ウ， ス ジ キ リ ヨ ト ウ， セ マダ ラ コガ

ネに対 し て も ， 一般的 に 使用 さ れて い る フ ェ ロ モ ン ト ラ

ッ プ と 同様の誘殺消長 を 示 し ， 計数値 も ほ ぽ誘殺実数の

:t 30%の範囲 に収 ま り ， 発生 ピ ー ク を 把握で き る と 考 え

ら れた 。

一方， ニカメイ ガ と チ ャハ マ キ で は本 ト ラ ッ プの誘殺

数が少な い た め ， 十分 に は発生 ピ ー ク を 把握で き な か っ

200 
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自 動 カ ウ ン ト 及 び送信がで き る フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プを活用 した発生予察

ま た ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ よ り も 小型の昆虫で も セ ン サー

の光軸 を確実 に 横切 ら せ る た め ， 吐出パ イ プの内径 を虫

の サ イ ズ に 合わせ 6 段階 (5"'25 ミ リ ) に 設定 し た 。 さ

ら に ， 吐出パ イ プの出口 付近で宙釣 り に な っ た虫が光軸

を複数回横切 る こ と を 防ぐた め ， 光軸が吐出パ イ プの出

口 か ら 虫 の サ イ ズ よ り 約 l cm 低 く な る よ う に ， 赤外線

セ ン サ ー の位置 を 調整 し た 。
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図 ー 1 自 動 カ ウ ン ト 式 フ ェ ロ モ ン モ ラ ッ プの構造図

1) 殺虫 プ レ ー ト : DDVP く ん蒸剤.
2) 吐出パ イ プ : 対象害虫の体幅 に 合 わ せ て 内径の異
な る パ イ プ (5�25 mm) に 交換す る .
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た 。 現在， チ ャ ハ マ キ を 対象 に 誘殺数 を 増加 さ せ る た

め ， ト ラ ッ プ上部の形態な ど を改良 し， 虫の行動 を観察

し て い る 。 今の と こ ろ ， 誘引 さ れた 虫 は ト ラ ッ プに着地

し， 屋根の裏面や ロ ー ト の周囲 を俳御す る が， フ ァ ネ lレ
に 落 ち る 場合 は 少 な く ， 捕獲数の増加 は 見 ら れ て い な
し ' 0

E 今 後 の 展 開

以上か ら ， 小型鱗麹 目 害虫の問題 は残 っ て い る が， 開
発 し た 『 自 動 カ ウ ン ト 式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ』 の有効性

を確認で き た こ と か ら ， 平成 9 年 8 月 に特許を取得 し，

(株) 池 田理化 は平成 1 1 年か ら 誘殺結果 を 印字す る タ イ

プの ト ラ ッ プを販売す る 予定であ る 。 なお， 電源 に は乾

電池式， ソ ー ラ ー電源式， 交流電源式の 3 タ イ プを用意

し て い る 。

ま た ， 農林水産省 は平成 1 1 年度 か ら 4 年間， 発生予

察技術支援事業の う ち ， 特殊調査事業 に お い て 『 自 動 カ
ウ ン ト 及び送信がで き る フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を利用 し た

発生予察方法の改善』 を 実施す る 。 そ の 中では， 多種類

の害虫 に も 利用 で き る よ う に， 各県が協力 し て 迅速 に ト

ラ ッ プを改良 す る と と も に ， 誘殺デー タ を 自 動送信す る

シ ス テ ム を組み込み， 遠隔地 に お け る 害虫の発生状況 を

把握で き る シ ス テ ム の確立 を 目標 と し て い る (図 4) 。

こ の シ ス テ ム の完成に よ り ， 病害虫防除所 は県下全域

に お け る ， 複数の害虫種の発生状況 を リ ア ル タ イ ム でか

つ省力的に把握で き ， よ り 精度の高い発生予察が可能 と

考 え ら れ る 。 一方， 害虫の発生状況 は地域や園場に よ っ

て 異 な る こ と が考 え ら れ る た め， 現地園場で手軽に利用

で き る 簡易で安価 な 自 動 カ ウ ン ト 式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

地点 C

も 本事業 に お い て新 た に 開発す る 予定であ る 。 こ れに よ

り ， 生産者 ま た は 農業団体は病害虫防除所の収集 し た 広

域的な情報か ら 防除の必要性を知 る こ と がで き ， 各 自 の

ト ラ ッ プデー タ か ら 得た 防除適期 に農薬散布 を 行 う こ と
で， よ り 効率的な 防除が可能 と 考 え ら れ る 。

お わ り に

今回開発 し た ト ラ ッ プの よ う に， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

の誘殺デー タ が電子化 さ れれば， そ の加工や送信 は大量
かつ瞬時 に 行 う こ と がで き ， 解析や情報伝達が ス ム ー ズ

に な る と 思わ れ る 。 現在， 各県の病害虫防除所が調査 し

た ウ ン カ 類の 飛来状況 に つ い て は JPP- NEI で確認す

る こ と がで き ， 全国的な発生動 向 を 簡単 に 知 る こ と がで

き る 。 コ ナ ガや ハ ス モ ン ヨ ト ウ も 広域的に移動分散 し て

い る と 考 え ら れ る が ( 岡 田 ， 1987 ; 中村， 1996) ， 全 国

的に上記の シ ス テ ム を 配置 し， JPP-NET で誘殺 デー

タ を共有で き れ ば， こ れ ら の害虫 に つ い て も 全国的な発

生動向 を簡単 に知 る こ と がで き ， 各県の病害虫防除所 は

よ り 広域的かっ長期的な発生予察が可能 に な る と 思わ れ

る 。 ま た ， 生産者 も JPP-NET に 加入 し つ つ あ る が，

ネ ッ ト 内 の誘殺デー タ を直接知 る こ と がで き れば， 生産

者が防除実施 を 決定す る 上で， 有効な判断材料に も な る
と 思わ れ る 。

近藤 ら ( 1994) は 自 動撮影装置 を 用 い， 1 時間 ご と の

誘殺数 を調査 し て い る が， 本 ト ラ ッ プ を 用 い て も 同様の

調査が可能であ り ， 害虫の フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プへの誘殺

時刻や誘殺に対す る 気象等の影響の究明 に も 利用が期待

で き る 。

なお， 平成 7 年に は 山形県農業試験場， 千葉県病害虫

防 除 所， 兵 庫 県 病 害 虫 防 除

所， 鳥 取 県 園 芸 試 験 場， 高

知 県 農 業 技 術 セ ン タ ー， 宮

崎 県 農 業試験場 及 び静 岡 県

品 虫防除所 /叫
茶業試験場 に は 本 ト ラ ッ プ

を 試験 的 に 使 用 し て い た だ

き ， 貴 重 な ご 意 見 を い た だ

い た 。 こ の 場 を 借 り ， 厚 く

お礼申 し 上 げ る 。

地点A
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図 - 4 自 動 カ ウ ン ト 式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プを 用 い た 害虫発生監視 シ ス テ ム
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